
（特非）　農ある暮らしを広める会

ASED HABIGONJ

農ある暮らしの基盤となる自然環境を再生
保全できるコミュニティづくり

バングラデシュ北東部ハオール地域気候変
動適応化農業普及プロジェクト

 神奈川県

 バングラデシュ

活動地域

活動地域

農園活動、田圃沢整備、
山林整備 83 回
シンポジウム・
イベントの開催 5 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 90 ％

水路の掘削と農道整備 300 m

種籾の買い付けと保管 0.32 トン

今年度計画の達成度 50 ％

目標達成度 65 ％

実 践

つづける助成
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実 践

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
二宮農園・子ども農園は新たに5期生を迎えた。また
新たに第4農園を開墾した。以前、二宮町の特産で
あった原木椎茸栽培を復活させた。
「ぼくたちわたしたちの地球会議」では17人の子ども
たちが13の環境団体を訪問した。「鯨に学ぶヒトと環
境との関係」では30人の子どもたちと7mのザトウク
ジラの模型を作り、環境問題を身近に感じた。「どん
ぐりの森プロジェクト」では40人の子どもたちがど
んぐりの土おろしを体験した。「子どもたちが遊ぶ森
づくり」を目指す山林整備では木曜日を定例日とし
て活動し、最終の形が見えてきた。

活動内容と成果
災害に強い新品種米の導入と年間を通じた作付け体
系の見直しにより、災害の多いハオール地域の農民
のレジリエンスを高める活動。
本年度は国立稲作研究所（BRRI）から無償で新品種
種子を配布するとともに栽培方法を研修。あわせて
乾期の灌漑と農作物搬送のための農道建設を行った。
結果、雨期の稲作ができることを実証し、乾期野菜栽
培も始めることができた。また乾期稲作ではかなり
の収穫増が見込まれている。
また活動は複数のメディアで取り上げられ、農業大
臣も視察に訪問した。

課　題
地域の過疎化や山林・農業の担い手が減ったことで、
里山は生物多様性が失われ、ヤブ化が進み、子どもた
ちは自然体験の場が失われ、食の安全・安心が奪わ
れている。

目　標
遊休農地や荒廃した里山を復活することで高齢者や子ども
たちの居場所となり、自然菜園を持続可能な形で営むこと
ができ、自然環境の保全維持を住民自ら行う地域となる。

課　題
気候変動により不安定になっている自然災害（フ
ラッシュフラッド・冷害）に対する農業支援（新品種
の導入と作付け体系の見直し）。

目　標
ハオール域で気候変動適応型農業（新品種の導入・
作付け体系の見直し）が実証され普及する。
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ぼくたちわたしたちの地球会議

初めての乾期野菜栽培の様子初めての乾期野菜栽培の様子

「子どもたちが遊ぶ森づくり」活動「子どもたちが遊ぶ森づくり」活動

国立稲作研究所から新品種稲の配布

活動を次世代に受け継ぐために専門的知識と企画提案力を持つ次期リーダーの育
成に積極的に取り組む。また、多くの仲間たちと多面的に活動を継続させるために
住民、行政、関連団体の協働の仕組みづくりを進める。

これまで以上に農業行政との連携を強化し、国際稲研究所（IRRI）をはじめとする
国際機関や日本の行政との連携を模索。ローカルNGOとのネットワークの構築。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
われわれの活動を次世代に受け継ぐ
ための、次期リーダーの育成や若者
の参加を促すための折に触れての活
動状況の周知。

■工夫した点
二宮町の多くの環境団体、専門家、
住民との協働の仕組みを作るため、
活動状況を町の広報誌やマスコミに
積極的にPR。

■苦労した点
新型コロナウイルス蔓延による人件
費・交通費の高騰、農民からの種も
みの買い付けが困難であったこと。

■工夫した点
モバイルフォンの活用や早朝の訪問
などで農民とのつながりを維持し
た。
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